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水鳥の糞から取り出したリュウノヒゲモ 

Potamogeton pectinatas L .の種子の発芽について 

神谷  要

沈水植物の分布の拡大は，生息域が水中に限ら 
れるためその移動は，大きく制限されていると考 
えがちであ る .し か し ，実際に植物体や種子が水 
鳥に付着して移動することによって，長距離の移 
動をすると考えられている (C o o k ,1 9 9 0 ) .また， 
多くの陸上植物では，果実を食べさせることによ 
り種子散布を行うことは多く観察されている. 
(上田，1999)

沈水植物の中でリュウノヒゲモは，水鳥によっ 
て被食されることを， さまざまな研究で明らかに 
さ れ て お り （ Idestam -Alm quist， 1998, Van 

W ijk ,1 9 8 8 ) ,特に塊茎は水鳥の渡りに重要なエ 
ネ ル ギ ー と な る こ と が 分 か っ て い る （ Beekman 

et al., 1991, B art et a l . , 1998).
さらにリュウノヒゲモは，遺伝的な研究により 

ハ ク チ ョ ウ に よ る 種 子 拡 散 が 指 摘 さ れ て い る  
(M ader et a l . , 1 9 9 8 )が， その仕組みについて 
は，種子の被食による拡散か，水鳥の羽毛につい 
て拡散するのかどちらかであろう(Hollingworth 

et a l . , 1 9 9 6 )としかされていない.

これに対して， 筆 者 は ， 修 士 論 文 の 研 究 中  
(1999年 9 月）に 水 鳥 （カ ル ガ モ Anas poecilor- 
hyncha)の糞にリュウノヒゲモの種子が混入し 
ているのを確認した（図 1 ) . 筆者が米子水鳥公 
園で観察している範囲では， カルガモは夏から秋 
の 時 期 （ 8 〜10月）に公園の池に一面に生えてい 
るリュウノヒゲモを頻繁に捕食しておI)， 葉や地 
下茎，塊茎とともに種子も捕食しているようであっ 
た.

そこで，水鳥の糞から採り出した （ 2000年 9 月 
6 日） リュウノヒゲモの種子 （ 50個 ）と， コント 
ロールとしてリュウノヒゲモの花序についている 
種 子 （ 50個 ）を集め，冷 蔵 庫 （ 4 ° C ) で30日間冷 
暗所に置いた後，現場の水を浸したシャーレに入 
れて室内の日向に置いてこの種子が発芽するか観 
察 し た .そ の 結 果 ，30日後に50個の種子のうち二 
つ が 発 芽 し （図 2 ) , また， 同時に生体の花序か 
ら採取した50個の種子は，一つも発芽しなかった.

水鳥の糞から取り出された種子が発芽すること 
より， リュウノヒゲモは，水鳥の種子の被食から

(左）図 1 . 水鳥の糞中のリュウノヒゲモの種子.2000年 9 月 6 日米子水鳥公園•にて撮影 

(右）図 2 . 発芽した水鳥の糞中から取り出したリュウノヒゲモの種子
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種子を拡散していることが推測された.
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